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、

お
よ

び

、
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れ

に

基

づ

い
た

理
想

主

義

的
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家

理

論

は

、
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わ

ゆ

る

オ
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ク

ス

フ
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ー

ド
学
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っ
て
集
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的

に
唱
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れ
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オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ド
学

派

は

、

十

九

世

紀

末

か

ら

二
十

世

紀

初

頭

に

か
け

て
、

古

代

理

想

主

義

や

ド

イ

吻

理

想

主
義

哲

学
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影
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、

イ

ギ

リ

ス
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統
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論
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功

利

主
義

を
批

判

し
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ら
、

イ

ギ

リ
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独

自

の

理
想

主

義
哲

学

の

展

開

を
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み
た

一
群

の
思

想
家

た

ち

で

あ

る
。

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ
ー

ド
学

派

は
、

通
常

、
前

期

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ
ー

ド
学

派

と

後
期

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ
ー

ド

学

派

に

分

け

ら

れ

る

が

、
前

期

オ

ッ
ク

ス

フ
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ー
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学
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が
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り
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(
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ζ

三
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)
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数
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え

ら

れ

る
。

更

に

、

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ーー

ド

学

派

第

三

代

と

し

て
、

E

・
パ

ー

カ

i

(
団
U「
昌
O
ω什
じ口
餌
「
評
O
【
)

や
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・
D

・
リ

ン
ゼ
イ

(
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o
×
9
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∪
¢
三
8

U
ぎ
山
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)

な

ど

を
挙

げ

る

こ

と

が

で
き

る

が
、

彼

等

は
、

一
面

で

は
、

オ

ッ
ク

ス

フ
ォ

ー

ド
学

派

、

特

に

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト

に
典

型

的

に
見

ら

れ

る

よ
う

な

国
家

至

上

主
義

や

一
元

的

国

家

論

へ
の
批

判

を

持

ち

な

が

ら

も

、

反

面

で
は

、

彼

等

の
思

考

様

式

の
根

抵

に
は

グ

リ

」

論

ン
ら

の
影

響

が
強

く
看

取

さ

れ

る

。

た

と

え

ば

パ
ー

カ

ー

は

、

そ

の
法

学
的

.
倫

理

学

的

国

家
観

に

見

ら

れ

る

如

く

、

そ

の
政

治

理

論

に
は

グ

家国

リ

ー

ン
の
理

想

主

義

の
影

響

が
強

く

刻

印

さ

れ

て

お
り

、

そ

こ

に

、
彼

等

が

「
新

理
想

主
義

学

派
」

な

い
し

「
現

代

理

想

主

義

学

派
」

と

も

呼

の蟻

ば

れ

る

所

以

が

あ

る

。

縢

前

期

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー
ド

学

派

と

後

期

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ざ
学

派

と

の
区

別

は

、

い
う

ま

で
も

な

く

、

絶

対

的

な

も

の

で

は
な

い
、

前

期

、

スリ

後
期
と
も
に
理
想
主
義
学
派
で
あ
る
限
り
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
同
似
的
な
認
識
や
論
理
の
上
に
立

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
反
面

ギィ

で
は
・

両
派
の
間
に
全
体
と
し
て
思
想
的
な
性
格
に
お
い
て
か
な
り
顕
著
な
相
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
否
定
さ
れ
な
総

た
と
え
ば
・
前

期

を

代

表

す

る

グ

リ

ー

ン
か

ら
後

期

を
代

表

す

る

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト

へ
の

思
想

の
継

承

と
変

容

の
過

程

が

、

そ

れ

を

示

し

て

い
る

。

概

括

的

に

い
え

ば

、

前

期

が

カ

ン
ト

の
影

響

を

強

く

受

け

て

い
る

の

に
対

し
、

後

期

は

ヘ
ー

ゲ

ル
に
接

近

し

て

い
る

と

い
え

る

。

パ
ー

カ

ー

は

、

前

期

の
グ

リ

ー

ン
と

後

期

の

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト
、

プ

ラ

ッ
ド
リ

ー
を

比

較

し

て
次

の

よ
う

に
述

べ
て

い
る
。
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グ

リ

ー

ン
に

よ

っ
て
試

み
ら

れ

た
よ

り

も

一
層

ヘ
ー

ゲ

ル
的

な

国
家

の

提

示

が

ブ

ラ

ッ
ド

リ

ー

氏

の

『
倫

理
学

研
究

』

の
中

の

「
私

の

地
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位

と

そ

の
義

務

』

と

題

し

た

一
章

に
現

わ

九
て

い
る
。

簡

単

に

い
え
ば
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・…

こ
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プ

ラ

ン
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の
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義

』

の
観

念

と
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ー

ゲ

ル
の

『
人
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ぎ
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げ
冨
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観

念

と

を

結

合

し

た

も

の

と

い
え

る

で

あ

ろ
う

。

…

…

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト

は

グ

リ

ー

ン
の
諸

原

理

を

採

り

入

れ

て

い

)　

る

が
、
し

か
し

、
後

の
時

代

の

社

会

的
経

験

と

心

理

学

的

研
究

の

助

け

を

用

い
て

、

グ

リ

ー

ン
の

結

論

を
更

に

押

し

進

め
て

い
る

。

…

…

彼

は

ω

グ

リ

ー

ン
の
哲

学

を
完

全

な

ヘ
ー

ゲ

ル
的

国

家
観

念

に

、

た

と

え

全

く

同

一
で

は

な

い
と

し

て

も

、
密

接

に

接

近

す

る

点

ま

で

も

っ
て

行

こ

(
4
)

う
と
し
た
の
で
あ
る
。」

こ
の
.一
文
は
、
前
期
と
後
期
と
の
思
想
的
性
格
の
相
異
を
表
現
し
て
い
る
と
と
も
に
、
反
面
で
・は
、
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と
ド
イ
ツ
理
想
主
義

と
の
関
係
、
更
に
は
そ
の
背
後
に
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
の
関
係
を
も
簡
潔
に
表
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

論酵

・
イ

ギ

リ

ス

の
政

治

的

理

想

義

の
源

泉

は

、

い
う

ま

で

も

な

く

、

笙

に

は

ご

フ
ー

ン
、

・
リ

条

テ

レ

ス
な

ど

の

ギ
リ

シ

ア

哲

学

で

あ

熱

り
・

第

二
に
カ
ン
ド
・

↑

ゲ

ル
な
ど
の
ド
イ
ツ
哲
学
に
あ
る
・

結
論
的
に
い
え
ば
、

多
く
の
政
治
思
想
史
研
究
家

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

主囎

に
、
前
期
オ

・
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
を
袋

す
る
グ
リ
↓

は
、
ド
イ
ツ
哲
学
と
の
関
係
で
は
、

↑

ゲ

ル
よ
り
は
。

.
,
の
影
響
多

く
受

以

け

、
ま

た

ギ

リ

シ
ア

哲

学

と

の
関

連

で

は

、

プ

ラ

ト

ン
よ

り

は

ア
リ

ス

ト

テ

レ

ス

の
影

響

を

強

く

と

ど

め
て

い
る
。

た

乞

え
ば

パ

ー

カ

ー

は
、

ギ

　ら
　

イ

「
グ

リ

ー

ン
は

、

プ

ラ
ト

ン
派

で

あ

る

よ

り

も

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス
派

で
あ

り

、

ヘ
ー
ゲ

ル
派

で
あ

る

よ

り

も

カ

ン
ト
派

で

あ

る
」

と

述

べ
て

い

る

。

ま

た
、

R

・
H

マ
ー
リ

も

全

く

同

様

な

こ
と

を

指

摘

し

た
あ

と

で
、

更

に
続

け

て

、

「
グ

リ

ー

ン
は

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス

に

よ

っ
て

カ

ン
ト

　
　
　

を

修

正

し

カ

ン
ト

に

よ

っ
て

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス

を
修

正

す

る
」

も

の
だ

と
し

て

い

る

が
、

こ

の
点

は
、

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス

に

お

け

る

共

同

体

の

中

で

の
善

な

る

生
活

の
観

念

と

カ

ン
ト

に

お

け

る

人
格

主
義

と

の
相

関

性

な

い
し

相

互

補

完

性

を

と

ら

え

て

い
る

も

の

と

い
え

る

で

あ

ろ
う

。

後

期

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ
ー

ド
学

派

の

一
人

で

あ

る

リ

ッ
チ

ー

も
、

グ

リ

ー

ン
を

「
イ

ギ

リ

ス

の

ヘ
ー

ゲ

ル
学

派

」

と

し

て

分
類

す

る

こ

と

は

、
非

　

常
に
注
意
深
く
限
定
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
・
歪

確
で
あ
る
と
し
・
.
も
し
グ
リ
↓

を
特
定
の
哲
学
者
と
結
合
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
グ
リ
ー

3



ン
は

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス

に

よ

り

カ

ン
ト

を
訂

正

し

カ

ン
ト

に

よ
り

ア

リ

ス
+

テ

レ

ス
を

訂

正

し

た

と

い
う

の
が

最

も

誤

解

の
少

な

い
み

の

で
あ

04

(7
)

る

と

し

て

い
る
。

こ

れ

に
対

し

て
後

期

オ

ッ

ク
ス

フ

ォ
!

ド
学

派

、
特

に

ブ

ラ

ッ
ド

リ

ー
や

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト

は

、

R

・
G

・
ゲ

ッ
テ

ル
や

F

・
W

・
コ
ー

カ

ー

(
8
)

な

ど
.が
指

摘

す

る

よ
う

に
、

端

的

に

「
へ
ー

ゲ

リ

ア

ン
」

と

呼

ん

で

よ

い
で

あ

ろ

う
。

ブ

ラ

ッ
ド

リ

ー
に

お

い
て

は

、

国

家

は

道

徳

的

有

機

体

と

見

倣

さ

れ
、

そ

れ
自

体

自

己

目

的
的

な

存

在

も

し

く

は
超

絶

的

な
価

値

実

体

と

見

倣

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ
て

、

ヘ
ー
ゲ

ル
的

国

家

観

へ
の
強

論

い
傾

斜

が
見

ら

れ
、

他

方

、

ボ

ー

ザ

ン
ケ

ト

に

お

い
て

は

、

ル

ソ
ー

の

一
般

意

志

(
彼

の

い
う

真

実

意

志

「
①
国
一

≦
芭
)

を

究

極

的

な

道

徳

的

家

(9
)

国

存

在

と

し

て

の
国

家

と

い
う

形

而

上
学

的

な

国
家

観

念

と
結

合

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

、

ヘ
ー

ゲ

ル
的
見

地

に
密

接

に
接

近

し

て

い

る
。

こ
う

し

蜘

覆

期
オ
・
ク
ス
・
・
よ

派
は
・
・
三

・
・
の
一

な
例
外
を
除
毒

そ
の
多
・
が
↑

ゲ
ル
的
見
地
に
立
畠

家
へ
の
強
い

囎

志
向
性

を
持
ち
な
が
ら
国
家
の
価
値
づ
け
の
込醐
理
を
展
開
し
た
・
彼
等
の
慧

主
義
的
国
家
理
論
は
・
季

ザ

ン
ケ
ト
に
典
型
的
に
恐

れ
る

ス判

よ
う

に
、

ヘ
ー

ゲ

ル
的

な

国

家

至

上

主
義

に
著

し

く
接

近

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
絶

対

主

義
的

国
家

理
論

(
餌
げ
ω。
一目
二
ω
梓
9

①
o
「
《

。
h
9
①

ω
臼
け
①
)

イ

(u
)

の
様

相

を
持

ち
、

そ

れ
故

に
ま

た

、
」

.・
T

・
ホ

ブ

ハ
ウ

ス

の

よ
う

な

い
わ

ゆ

る
新

自

由

主
義

者

や

後

の

ラ

ス
キ

な

ど

に

よ

っ
て

、

そ

の
哲

学

的
国
家
理
論
が
全
面
的
に
批
判
え

る
こ
と
に
な
爺

オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
観
念
論
哲
学
は
、
歴
史
的
に
は
、

一
八
八
○
年
代
か
ら

一
九

一
〇
年
頃
ま
で
を
最
盛
期
と
し
て
、
そ
れ
以
後
は
急
速

に
凋
落
す
る
。
し
か
し
、
彼
等
の
思
想
運
動
は
、
基
本
的
に
は
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的

・
政
治

的

.
社
会
的
諸
状
況
の
大
き
な
変
化
に
.対
す
る
思
想
的

・
原
理
的
対
応
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
諸
状
況

の
変
化
は
、
A

・
V

・

の　

ダ

イ

シ

が
適

切

に
指

摘

し

た

よ
う

に
、

個

人

主
義

(
一口
ユ
博く
圃α
二
曽
謡
ω
ヨ
)

か

ら
集

団

主

義

(
8

=
①
a

く
凶ω
日
)

へ
の
移

行

と

し

て

と

ら

え

ら

れ

る

も

(



の
で
あ
璽

そ
こ
で
は
・
当
然
・
個
人
主
義
撃

自
聖

義
的
な
思
想
と
護

は
告

的
な
霧

討
や
修
正
を
迫
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
・
グ
リ

)ユ

ー

ン
ら

の
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
…
ド
学
派
が
、
果
し
て
完
全
に
集
団
主
義
者
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
な

い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
彼

"

等
の
思
想
的
な
営
み
を
背
後
か
ら
支
え
た
も
の
は
集
団
主
義
的
な
エ
ー
ト
ス
で
あ
.つ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
彼
等
は
、
自
由

主
義

.・
功
利
主
義
の
哲
学
が
状
況

へ
の
対
応
に
お
い
て
既
に
破
綻
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、
ド
イ
ツ
哲
学
に
大
き
く
依
拠
し
な
が
ら
、
そ
の
思

想
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
集
団
主
義
的
な
エ
ー
ト
ス
を
背
景
と
す
る
限
り
、
彼
等
の
国
家
哲
学
は
、
所
有
や
契
約
の
自
由

や
無
拘
束
な
自
由
競
争
の
保
障
で
は
な
く
、
国
家

の
す
べ
て
の
成
員
に
徳
あ
る
生
活
を
保
障
す
る
よ
う
な
観
点
、

つ
ま
り
は
国
家
の
積
極
的
な

論嚇

価
値
づ

け
や
国
家
機
能

の
積
極
化

・
国
家
干
渉
原
理
の
拡
大
に
重
出
{を
お
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
占
…は
、
前
期
の
グ

リ
↓

に
お
い
て
も
後

勲

期
の
李

ザ

・
ケ
走

お
い
て
も
共
通
し
て

い
る
・
だ
た
・
後
期
の
季

ザ

・
ケ
ら

に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
・
が
個

人
の
畠

美

格
と
い

主囎

う
観
占
描か
ら
現
実
の
国
家
に
対
し
て
課
し
た
き
び
し
い
制
約
条
件
や
批
判
的
態
度
が
脱
落
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
形
而

上
学
的
な

国

家

理
論

以

は
、
国
家
を
個
人
に
超
越
す
る
価
値
実
体
に
高
め
る
よ
う
な
国
家
の
単
な
る
倫
理
化
や
国
家
絶
対
論
に
陥

っ
て
い
る
。

が
、
本
来
、
前
期
オ
ッ

ギィ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
、
特
に
グ
リ
ー
ン
の
意
図
し
た
も
の
は
、
個
人
の
自
我
実
現
な

い
し
人
格
的
完
成
と
そ
の
た
め
の
国
家
の
積
極
的
役
割

の

主
張
と

で
あ
り
、
そ
の
故
に
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ら
の
理
想
主
義
哲
学
は
現
代
に
お
け
る
福
祉
国
家

の
思
想
的
背
景
の

一
つ
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と

に
も
な

る
。

・
こ
う

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ら
の
思
想
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀

へ
の
思
想
的
変
化
、
と
り
わ
け
個
人
主
義
か
ら
集
団
主
義

へ
の
変
化
の
過

程
に
お
い
て
、
い
わ
ば
分
水
嶺
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
、
グ
リ
ー
ン
を
中
心
に
し
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス

ユ

の
理
想

主
義
国
家
理
論
の
構
造
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

4



　

二
、
道
徳
的
有
機
体
と
し
て
の
国
家

4

グ
リ
ー

ン
は
、

「政
治
的
義
務
の
諸
原
理
に
関
す
る
講
義
」
の
冒
頭
で
、

「私
の
目
的
は
、
法
律
、
も
し
く
は
国
家

が
実
施
す
る
権
利
お
よ

び
義
務

の
体
系
が
奉
仕
す
る
道
徳
的
機
能
ま
た
は
目
的
を
考
察
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
法
律
に
服
従
す
る
た
め
の
真

の
根
拠
も
し
く

(
14
)

は
正
当
づ
け
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
明
瞭
な
ご
と
く
、
彼
の
意
図
し
た
も
の
は
、
人
間
が
何
故
に
国

論

家
に
服

従
す
る
か
と
い
う
原
理
的
な
問
題
、
つ
ま
り
は
個
人
と
国
家
の
存
立
の
根
拠
を
論
証
す
る
と
い
う
政
治
哲
学
上
の
ア
ポ
リ
ア
で
あ

っ
た
。

家姻

そ
の
際

、
道
徳
的
機
能
と
か
道
徳
目
的
と
い
。
た
用
語
が
表
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
の
中
心
は
、
国
家
を
基
礎
づ
け
同
時
に
国
家
の
法
律

蟻

へ
の
服
従
を
正
当
づ
け
る
と
こ
ろ
の
道
徳
的
根
拠
に
お
か
れ
て
い
る
・
そ
し
て
・
こ
の
点
に
お
い
て
は
・
理
想
主
義
的

・
倫
理
的
政
治
思
想
家

想理

が

一
般

に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
グ
リ
ー

ン
も
ま
た
プ
ラ
ト

ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
最
大
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
政
治
哲
学

ス剃

は
本
質
的
に
倫
理
学
的
研
究
で
あ
り
、
国
家
が
そ
の
道
徳
的
目
的
を
達
成
す
る
方
途
を
追
求
す
る
と
・」
う
に
主
眼
が
あ

る

と

い
う
観
点
で

あ

イ

る
。
プ

ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
存
立
と
国
家
の
存
立
と
の
必
然
的
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

人
間
は
、
生
来
、
政
治
的
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
善
な
る
生
活
は
、
各
人
が
共
同
体
の
生
活
の
中
で
そ
の
正
当
な
義
務
を
果
す
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
。
こ
れ
を
国
家
の
側
か
ら

い
え
ば
、
そ
れ
自
体
の
意
志
を
持

っ
た
有
機
体
と
し
て
の
国
家
は
、
純
粋
理
性

の
表
現
と
し
て
の
法

律
を
通
じ
て
、
人
び
と
に
お
け
る
徳
あ
る
生
活
の
実
現
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
び
と
の
善
な
る
生
活
を
促
進
す
る
た
め
に
存
在
す

る
。

)
」
42

「
ギ
リ
シ
ア
の
市
民
が
忠
誠
に
そ
の
国
家
に
奉
仕
し
た
と
き
、
そ
し
て
ま
た
真
理
を
そ
れ
自
体
の
た
め
に
追
求
し
た
と
き
、
彼
は
、
彼
自
身

(



に
と

っ
て
個
人
的
な
善
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
上
普
遍
的
で
あ
る
善
に
向

っ
て
努
力
し
て
い
た
。…
…
哲
人
た
ち
が
市

民
に
、
人
生
の
目
的
は

)ヨ

人
間
と
し
て
の
職
能
を
忠
実
に
果
す
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
魂
の
諸
能
力
の
実
現
で
あ
る
善
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
と
教
え
た
と
き
、
彼
等

包

は
、
競
争
の
危
険
性
が
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
か
異
国
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
奴
隷
で
あ
る
か
自
由
人

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

　
お
　

事
実
上
萬
人
に
共
通
で
あ
る
目
的
に
対
し
て
市
民
の
眼
を
向
け
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。」

こ
の

一
文
は
、
グ
リ
ー

ン
が
そ
の
政
治
哲
学
の
構
想
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
に
関
す
る
理
念
か
ら
最
大
の
示
唆
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
グ
リ
ー
ン
の
基
本
視
点
は
、
道
徳
と
国
家
と
の
結
合
で
あ
る
。

論酵

と
こ
ろ
で
・
プ
ラ
ウ

・
τ

条

テ
・
ス
の
政
治
哲
学
は
、
近
代
に
お
い
て
、
大
ざ
く
は
、
ド
イ

・
慧

主
義
と

イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
と

の義

に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
同
時
に
変
容
を
受
け
て
行
く
が
、
こ
の
思
想
の
受
容
と
変
容
の
過
程
は
、
ゲ
ッ
テ
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
に

主聰

い
え
・

で
あ
ろ
壌

近
代
に
お
け
・
・
璽

一
つ
の
意

義

は
、
い
ず
れ
も
、
ル
ソ
あ

「道
徳
的
畠

」
の
懇

か
ら
出
発
し
、
国
家
を
こ

スリ

の
道

徳

的

自

由

と

の
関

連

に

お

い

て
と

ら
え

て

い
る
。

そ

の
際

、

道

徳

的

自

由

は

、

各

個

人

の
意

志

す

る
権

利

、

あ

る

い
は
、

カ

ン
ト

が

い
う

ギィ

よ

う

に

人

が
自

分

自

身

に
課

し

た
義

務

の
命

令

を
意

志

す

る
権

利

一

こ

れ
は

、

彼

の
い

わ

ゆ

る

二

般

法

則

」

(餌
=
σq
①
ヨ
。
ぎ
①

σq
o
ω
。
言
o
)

と

つ
な

が

る
も

の

で

あ

る

が
一

で
あ

る
。

こ

の
考

え
方

は
、

ド
イ

ツ
に

お

い

て
、

二

つ
の

発

現
形

態

を

と

る
。

カ

ン
ト

に

お

い
て

は
、

国
家

を

個
人
の
自
由
に
対
し
て
下
位
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「消
極
的
自
由
」
と
い
う
自
由
観
念
と
個
人
主
義
的
な

国
家
観
と
を
帰
結
し
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
は
、
自
由
意
志
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
国
家
を
社
会
的
道
徳
の
最
高
の
表

現
と
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、

「積
極
的
自
由
」
の
観
念
と
国
家
主
義
的
な
国
家
観
に
到
達
す
る
。
自
由
意
志

の
産
物
と
し
て
の
国
家
は
、
人
倫

の
最
高
の
表
現
、
も
し

ヨ

く
は
彼

の
い
わ
ゆ
る

「絶
対
精
神
」
(四σ
ω9
暮
9

頒
Φ凶ωG

の
完
全
な
具
体
化
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、

「
国
家
は
、
倫
理
的
理
念
を
実
現
す
る
と

4



こ

ろ

の

公
然

た

る
自

咀

の
実

質

的

精

神

ど

し

て

の
倫

理

的
精

神

の

現
実

体

で

あ

る
」

と

い
う

命
題

が
定

立

さ

れ

て

い
る

。

と

こ

ろ

で

、

ギ

リ

シ

44

ア

の
都

市

国
家

に
関

す

る

プ

デ

ト

ン
、

ア

リ

ス
ト

テ

レ

ス
の

理
念

は

、

一
方

で

人

間

σ
自
由

を
強

調

し

、

同

時

に

、
個

人

は

共

同

体

の
生

活

の

中

で

そ

れ

ぞ

れ

の
割

り

当

て

ら

れ

た
職

能

を

果

す

た

め

に
存

在

す

る

も

の
で

あ

る

こ

と

を
主

張

す

る

も

の
で

あ

っ
た

か

ら

、

彼

等

の
理

念

は

、

元

来
、

カ

ン
ト

的

見

解

と

ヘ
ー

ゲ

ル
的

見

解

の

い
ず

れ

を

も

擁

護

す

る

た

め

に

援

用

さ

れ
う

る
性

格

の
も

の

で
あ

っ
た

と

い
え

る

。
こ
う

し

て
、

プ

ラ

ト

ン
、

ア

リ

ス
ト

テ

レ
ズ

の
ギ

リ

シ
ア

哲

学

は

、

カ

ン
ト
と

ヘ
ー
ゲ

ル

に
よ

っ
て

二
様

に

継

承

さ

れ
て

い
る

と

い
え

る

。

以

上

は

、

グ

リ

ー

ン
が
政

治

哲

学

を

構

想

す

る

に
際

し
て

、

そ

の
思

想

的

背

景

と
な

.つ
た
も

の

で

あ

る
。

グ

リ

ー

ン
も

ま

た
、

そ

の

議

論

瞬

実

間
た
る
の
意
識

そ
し
て
こ
の
自
我
意
識
が
皇

の
た
め
に
要
求
す
る
畠

の
問
題
か
畠

め
て
い
菊

す
べ
て
意
志
す
る
場
合
に
お

の羨

い
て
人
間
は
自
ら
の
目
的
で
あ
る
か
ら
、
意
志
は
常
に
自
由
で
あ
り
、
意
志
す
る
場
合
に
人
間
は
必
然
的
に
自
由
で
あ
る
。
こ
の
自
由
か
ら
出

主囎

発
し
て
、
彼
は
、
国
家
の
存
在
根
拠
を
論
証
す
る
。
国
家
は
人
間
の
自
我
意
識
の
所
産
で
あ
り
、
人
間
た
る
の
意
識
は
自
由
を
要
請
し
、
畠

ス

'

リ

は
権
利
を
内
包
し
、
そ
し
て
権
利
は
国
家
を
要
求
す
る
。
こ
れ
が
、
グ
リ
ー
ン
の
政
治
哲
学
の
基
本
命
題
で
あ
る
。

ギィ

カ

ン
ト
の
場
合
と
同
様
、
グ
リ
ー
ン
に
と
っ
て
も
自
由
と
は
自
由
な
道
徳
意
志
で
あ
り
、
善
な
る
意
志
で
あ
る
。
た
だ
、
カ
ン
ト
の
よ
う
に

形
式
的

、
消
極
的
な
形
に
お
い
て
捉
え
て
は
い
な
い
。

「わ
れ
わ
れ
は
誰
し
も
、
正
し
く
理
解
さ
れ
た
意
味

で
の
自
由
と
い
う
も
の
が
神
の
賜
物
の
う
ち
の
最
大
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
が
市
民
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
の
真
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
自
由

に

つ
い
て
語
る
場
合
、
そ
の
意
味
を
注
意
深
く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
コ
わ
れ
わ
れ
は
単
に
制
限
や
強
制
か
ら

の
自
由
を
意
味
し
て
い

の　

る
の
で
は
な
い
。
ま
た
因
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
単
に
、
わ
れ
わ
れ
が
好
む
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
行
な
う
自
由
と
は
考
え
な
い
。
ま
た
わ

(



論跡

基

準
と
し
て
測
定
す
躯

」

の義

こ

の

一
文

の
中

に
は

、

グ

リ

ー

ン
の
政

治

哲

学

を

理
解

す

る
場

合

の
幾

つ
か

の
重

要

な

イ

ン
プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン
が

見

ら

れ

る

。

第

一
に
、

彼

の

主酷

い
う
畠

は
積
極
的
な
自
由
で
あ
り
、
制
限
の
欠
如
と
か
或
る
こ
と
を
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
免
か
れ
る
消
極
的
畠

で
は
な
い
。
同
時
に
為
す

以

に
価
す
る
こ
と
を
な
す
限
定
的
な
畠

で
あ

・
て
・
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な
す
放
縦
で
は
な
い
・
'あ

点
は
・
第
二
に
・
畠

を
善
を
志
向
ナ
る

ギィ

意
志

つ
ま
り
は
彼
の
い
う
公
共
善

(8
ヨ
ヨ
o昌
σq
o
oα
)
と
⑳
関
連
で
捉
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、

自
由
と
、
・社
会
の
善
を
意
志
す
る
こ
と
と
は

不
可
分
で
お
る
。
公
共
善
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
積
極
的
自
由
と
は

「公
共
善

へ
の
貢
献

の
た
め
に
す
べ
て
の
人
間
の
諸
力
を
解

放

す

る

こ

(19
)

と
」

で
あ
る
。
第
三
に
、
グ
リ
!
ン
は
、
あ
た
か
も

ヘ
ー
ゲ
ル
が
歴
史
を
自
由
の
理
念
の
発
展
過
程
と
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
公
共
善
の
意
識

の
発
展
過
程
と
見
倣
し
て
い
る
と
い
え
る
。
自
我
は
自
己
だ
け
の
善
を
意
志
す
る
の
で
は
な
く
、
.社
会
的
な
善
、
つ
ま
り
、
共
同
体
の
構
成
員

と
し
て

の
自
己
の
善
と
か
、
共
同
体
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
人
格
の
完
成
と
か
を
意
志
す
る
。
こ
う
し
て
、
私
的
な
善

の
観
念
に
代

っ
て
社
会

　

的
な
善

の
観
念
の
拡
大
し
て
行
く
過
程
が
、
彼
に
と

っ
て
歴
史
で
あ
る
。

.

4

れ
わ
れ
は
、

一
人
ま
た
は

一
団
の
人
び
と
が
他
人
の
自
由
を
犠
牲
に
し
て
享
受
す
る
よ
う
な
自
由
と
も
考
え
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
高
く
評
価

)ら

す
べ
き
も
の
と
し
て
自
由
を
語
る
場
合
、
為
し
ま
た
は
享
受
す
る
に
価
す
る
事
を
為
し
ま
た
は
享
受
す
る
積
極
的
な
力

も
し
く
は
能
力
、
し

口

か
も
他
人
と
と
も
に
為
し
ま
た
は
享
受
す
る
力
も
し
く
は
能
力
を
意
味
す
る
。
自
由
と
は
、
各
人
が
そ
の
同
僚
に
よ

っ
て
彼
に
与
え
ら
れ
る

援
助
や
保
障
を
通
じ
て
行
使
す
る
力
で
あ
り
、
反
対
に
彼
が
彼
等
を
保
障
す
る
だ
め
に
援
助
す
る
力
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
社
会
の
進
歩

を
印
由
の
発
展
に
よ
っ
て
測
定
す
る
場
合
、
そ
れ
を
、
社
会
の
構
成
員
が
誰
し
も
賦
与
さ
れ
て
い
る
、
社
会
的
な
善

に
貢
献
す
る
能
力
の
発

達
と
行
使
と
を
基
準
と
し
て
測
定
す
る
。

つ
ま
り
、
す

べ
て
の
市
民
が
彼
等
の
人
格
を
最
大
限
に
生
か
し
て
行
く
能
力
の
増
大
と
い
う
こ
と



こ
う

し

て

、

公

共

善

の
観

念

は

、

彼

の
政

治

哲

学

な

い
し

国

家

論

の
中

心

に

お

か

れ

て

い

る
価

値

原

理

で
あ

る

。
そ

の
際

、
善

は
、

単

な

る
物

64

質

的

な
幸

福

に

代
表

さ

れ

る

よ

う

な

外

的

な

善

(①
×
8
旨

9。
一
αq
o
o
α
ω
)

で

は

な

く

、

ア

リ

ス
ト

テ

レ

ス

の

い
う

よ

う

な

、

魂

の

理
性

的

・
有

徳

的

活

動

と

し

て

の
内

的

な

善

(
匿
8
ヨ

巴

αq
o
o
α
ω
)
、

つ
ま

り

は

道

徳

的

な

い
し

精

神

的

な

善

(
目
o
「
巴

o
『
ω
〇
三

ε
巴

σq
o
o
鐸
)

と

し

て
捉

え

ら

れ

て

い
砺

醒

「
そ

の
追

求

に

お

い
て

利

害

の
競

争

の
あ

り

え

な

い
唯

一
の
善

、

そ

れ

を
追

求

す

る
す

べ

て

の

人
間

に

と

っ
て
真

に

共

通

で

あ

る

唯

一
の
善

は

、

善

た

ら

ん

と

す

る

普

遍

的

な

意

志

、

つ
ま

り

は

、

各

人

が
彼

自

身

お

よ
び

他

人

の

人
格

に

お

い
て

人

間
性

を

最

大

限

に
良

く

し

(
Σ2

)

論

よ
う
と
す
る
確
固
た
る
性
質
に
内
在
す
る
。」
か
く
て
、

善
と
は
、

人
格
の
完
成
あ
る
い
は
各
人
の
諸
能
力
の
実
現
と

い
う
こ
と
を
具
体
的
内

跡

容
と
す
る
も
の
で
あ
り
・
し
た
が

・
て
公
共
善
は
す
べ
て
の
人
間
の
人
格
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
去

る
・
,・
の
点

で
・
グ
リ
↓

に
お
け

の蟻

丞

蓋

口
の
観
念
は
、
ル
ソ
あ

コ

般
意
志
」
(<
o
δ
彗
Φ
αq
Φ
鼠
邑
o
)
や
カ
。
,
の

コ

般
法
則
」
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

酪

さ
て
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
リ
↓

に
よ
れ
ば
、

入
間
た
る
の
意
識
は
畠

を
要
求
し
、

そ
し
て
畠

は
権
利
を
内
包
す
る
。

つ
ま

以

り
・
積

極
的
自
由
の
実
現
に
不
可
欠
な
条
件
・
そ
し
て
公
共
善
に
と

・
て
必
要
な
条
件
と
し
て
権
利
の
体
系
曇

請
す
る
こ
と
に
な
る
・

ギィ

「個
人
が
彼
自
身
と
他
人
に
と

っ
て
同

一
で
あ
る
よ
ゲ
な
善
を
認
識
し
、
そ
の
よ
う
な
認
識
に
よ
っ
て
行
動
を
決
定

し
て
行
く
能
力
が
権
利

の
基
礎
で
あ
り
、
権
利
と
は
そ
の
よ
う
な
能
力
の
実
現
の
条
件
で
あ
る
。
ど
ん
な
権
利
も
、
こ
の
目
的
に
直
接

・
間
接

に
奉
仕
す
る
と
い
う

-

、

(
22

)

根
拠

に
立
た
な
い
限
り
、
正
当
化
さ
れ
え
な
い
し
権
利
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
。」
「す
べ
て
の
個
人

(道
徳
的
意
味

に
お
け
る
人
格
)
の
彼

自
身

の
側
に
お
け
る
諸
権
利

へ
の
要
求
は
、
他
人
の
側
の
諸
権
利
に
対
す
る
彼
の
承
認
と
同
格
で
あ
る
。
公
共
善
を
自

分
自
身
の
も
の
と
認

識
す
る
能
力
、
自
分
の
力
の
行
使
を
他
人
が
承
認
す
る
善
に
関
係
づ
け
て
規
制
す
る
能
力
は
、
力
が
そ
の
よ
う
に
行
使

さ
れ
る
べ
き
だ
と
い

の　

う
意
識
を
も
た
ら
す
。
そ
の
意
識
は
、
権
利
が
存
在
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
力
が
相
互
の
承
認
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

(



と
を
意
味
す
る
。
道
徳
的
人
格

個
人
の
側
が
公
共
善
を
彼
自
身
の
も
の
た
ら
し
め
る
能
カ
ー

は
発
展
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
権
利

)　

は
存
在
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
道
徳
的
人
格
は
権
利
に
よ

っ
て
、
つ
ま
り
、
社
会
の
各
員
が
互

い
に
公
共
善
に
貢
献
す

る

力

を
認
識

"

(23

)

し
、
そ
の
よ
う
な
認
識
を
通
じ
て
力
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。」

こ
う
し
て
、
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
、
権
利
は
公
共
善
と
の
関
連
に
お
い
て
、
し
た
が

っ
て
ま
た
道
徳
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
権
利
は
、
そ
の
行
使
が
公
共
善
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
た
力
で
あ
り
、
同
時
に
、
道
徳
的
人
格
の
発
展
と
い
う
道

論

徳
目
的

の
達
成

の
条
件
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
リ
ー
ン
の
い
う
権
利
は
、
第

一
次
的
に
は
、
法
よ
り
は
む
し
ろ
社
会
成
員
の
共
通
の
遺

跡

穂

落

に
基

礎

を
持

・
て

い
る

・

と

こ

ろ

で

・

グ

リ

↓

は

・

権

利

を

人

格

権

(需

「
ω8

巴

ユ
oq
耳

。。)
・

財

産

権

(
曇

梓
ω

。
h

℃
吋
8

§

)
・

の議

私
的

関

係

の
権

利

(
『
凶・q
耳
ω
一コ

口
『
一く
動
・。
『
①
一餌
梓
一。
昌
ω
)
、

お

よ
び

公
的

権

利

(
。
ロ
σ
=
。

『賢

ω
)
に
分

け

て

い
る

が

、

・
㌧
の
う

ち

、

す

べ
て

の

権

囎

利

の

中

心

に
据

え

た

も

の
は

人

格

権

で
あ

る

。

彼

の

い
う

人
格

権

と

は
、

「
生

命

お

よ
び

畠

の
権

利

つ
ま

り

、

皇

の

身

体

を

他

人

の

侵

スリ

犯
か
ら
保
護
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
己
自
身
の
意
志
の
手
段
と
し
て
の
み
一

た
と
え
他
人
の
意
志
の
手
段
と
な
る
と
し
て
も
依
然
と
し
て
そ

ギ

(24
)

イ

の
人

自

身

の
意

志

を

通

じ

て

の

み
1

用

い
る

権

利

」

の
意

味

で
あ

る
。

グ

リ

ー

ン
に

よ

れ
ば

、

歴

史

は
、

一
面

で

は
、

こ

の

よ
う

な

人

格
権

の
社
会
的
承
認
が
拡
大
し
て
行
く
過
程
、
つ
ま
り
は
公
共
善
の
意
識
の
発
展
過
程
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
は
人
類
の
道
徳
的
進
歩
を
見
る
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
権
利
の
問
題
は
、
当
然
、
こ
の
よ
う
な
権
利
を
実
行
す
る
権
力
の
問
題
に
接
続
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
権
利

は
、
公
共
善
と
い
う
道

徳
目
的

の
実
現
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
公
共
善
の
意
識
の
拡
大
の
過
程
は
、
同
時
に
、
こ
の
意
識
の
具
体
化

　

と
し
て
種

々
の
社
会
制
度
が
生
成
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。

4



「個

人
の
幸
福
が
社
会
の
福
祉
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
個
人
の
社
会
認
識
、
そ
し
て
、
社
会
の
福
祉
の
構
成
要
素

に
関
す
る
個
人
の
認
識

84

が
よ
り
拡
大
し
よ
り
完
全
に
な
る
に
つ
れ
て
、

あ
ら
ゆ
る
道
徳
観
念
が
生
起
す
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
ら
は
法
律
、

制
度
お
よ
び
社
会
的
期

待
に
具
体
化
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
も
の
が
伝
統
的
道
徳
を
形
成
す
る
。

・こ
の
具
体
化
の
過
程
は
、

同
時
に
、

人
類
の
道
徳
的
進
歩
の
本
質
を

(
25
)

成
す
。」

「
そ
れ
に
よ

っ
て
人
間
が
道
徳
化
さ
れ
る
制
度
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
人
間
が
好
む
こ
と
で
は
な
く
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
こ
と

論

を
為

す
に
至
る
制
度
は
、
公
共
善
の
観
念
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
共
善
の
観
念
は
、
制
度
を
通
じ
て
形
式
と
実
在
性
を
持

つ
こ
と
に

露

な
る
・
逆
に
・
制
度
が
人
間
に
対
し
て
強
制
力
を
持

つ
の
は
個
人
の
中
に
公
共
善
の
観
念
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
・
こ
の
強
制
力
は
・
単

の蟻

な
る
恐
怖
の
力
で
は
な
く
、
物
理
的
強
制
の
力
で
も
更
に
な

い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
個
人
が
守
る
べ
き
で
あ
る
法
則
が
あ
る
か
ら
個
人
が
為

聴

し
た
が
ら
ぬ
・
と
を
為
す
よ
う
に
導
く
力
で
あ
馨

」

スリ

か
く
て
、
グ
リ
ー
ン
は
、
社
会
制
度
は
公
共
善
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
制
度
の
中

で
中
心
的
な
も
の
は
、

ギィ

い
う
ま

で
も
な
く
、
国
家
で
あ
る
。
国
家
に
公
共
善
の
体
現
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
国
家
の
権
力

へ
の
服
従
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

た
だ
、
そ
の
勝
合
、
国
家

へ
の
服
従
は
、
上
の

一
文
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
恐
怖
や
強
制
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
国
家
が
、
従

わ
ざ
る
を
え
な

い
よ
う
な
価
値
理
念
を
体
現
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
グ
リ
ー

ン
は
、

「力
で
は
な
く
意
志
こ
そ
が
国
家
の
基
礎

(
27
)

で

あ

る
」

と

い
う

命

題

に

よ

っ
て
集

約
的

に
表

現

す

る
。

し

か

も

(

グ

リ

ー

ン
は

、

こ
.の
よ

う

な

命

題

が

、

い
か

な

る

国

家

に
も

常

に

存

在

す

る

し
、

ま

た
、

存

在

し
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
と

考

え

る

の
で

あ

る

。

そ

の
際

、

こ

こ

で

い
う

意

志

と

は

㌔

い
う

ま

で
も

な

く

、

善

な

る
意

志

と

の　

し

て

の

道

徳

的

意
志

で

あ
り

、

し

た

が

っ
て

国

家

は

、

公
共

善

を

志

向

す

る

意

志

か
ら

形

成

さ

れ

る

こ

と

に
な

る
。

国

家

の
存

在

理
由

は

、

公

(



'

(28
)

共
善
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
国
家
は

「
公
共
善
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
」
な
の
で
あ
る
。
そ

)　

・
こ
に
国
家
は
、

「道
徳
的
制
度
」
と
し
て
成
立
す
る
。
さ
も
な
く
ば
、
国
家
は
、
人
間
に
対
す
る
ど
σ
よ
う
な
道
徳
的
関
係
に
お
い
て
も
存
立

但

し
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
国
家
が
生
き
た
身
体
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
組
織
化
さ
れ
た
共
同
体
で
お
る
と
す
れ
ば
、
国
家
は
、
道
徳

的
意
志

を
中
心
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
共
同
体
、
つ
ま
り
は

「道
徳
的
な
有
機
的
組
織
体
」

(ヨ
o
『巴

o
茜
9
巳
ω∋
)

で
あ
る
こ
と
に
な
砺
醒
こ

う
し
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
国
家
を
倫
理
的
な
理
念
の
現
実
体
と
み
な
し
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
は
国
家
を
公
共
善
の
現
実
体
と
み
な
し
て
い
る
と

ロ

ノ

論

い
え
る
。
た
だ
、
グ
リ
ー
ン
は
、
国
家
を
完
全
な
有
機
体
と
考
え
そ
⑳
を
絶
対
視
し
た
ヘ
ー
ゲ

ル
と
は
異
な
り
、

「
国
家
は
諸
社
会
の
社
会
で

家

(30
)

国

あ
る
」
、・
と
い
う
表
現
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
を
個
人
の
原
子
論
的
集
合
で
な
く
固
有
の
生
命
に
よ
っ
て
存
立
す
る

一
個
の
物
質
系
四
有

の議

機
体
と
み
な
す
よ
う
な
完
全
な
有
機
体
的
社
会
観
に
は
山号

て
い
な
い
。
し
か
し
、
グ
リ
↓

は
、
個
人
お
よ
び
個
人
の
形
成
す
る
さ
ま
ざ
ま

麗

な
形
態

の
共
同
体
を
国
務

有
機
的
な
儀

員

(o『oq
睾
圃o
ヨ
Φヨ
げ霞
ω)
と
考
え
、

.国
家
を
、

・
れ
ら
の
諸
要
素
が
公
共
善
を
忠

に
し
て
有

ス

。

.

判

機
的
嬉

ム.
し
た
無

体
な
い
し
共
同
体
と
見
倣
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が

「道
徳
的
有
機
体
」

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
国

イ

家
の
本
質
を
見
出
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
公
共
善
を
促
進
す
る
制
度

政
治
理
論
な
い
し
国
家
理
論
の
分
析
を
行
な
う
場
合
、
分
析
の
基
本
的
な
カ
テ
ゴ
リ
」
は
、
政
治
な
い
し
国
家
の
本
質
、
目
的
お
よ
び
価
値

の
問
題
に
あ
る
で
あ
ろ
う
・
パ
ー
カ
ー
が
籍

し
て
い
る
よ
う
砲

国
家
理
論
の
本
質
と
存
在
嚢

は
・
国
家
は
何
故
に
存
在
す
る
か
・
国
家
の

　

存
在
目
的
は
何
で
あ
る
か
、
国
家
の
実
現
す
べ
き
価
値
理
念
は
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
最
善
の
手
段
は
何
で
あ
る
か
と
い
う

4



エ
イ
ド
ス

ヒ
ユ
レ
ロ

国
家
の
根
木
的
実
在
を
問
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
国
家
も
、
す
べ
て
の
有
と
同
じ
く
、
形
相
と
質
料
と
か
ら
な
る
個
物
、

05

形
相
が
質
料
と
合
し
て
個
体
化
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
第

一
に
関
わ
る
べ
き
も
の
は
、
そ
の
形
相
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
な
ん
ら

か
の
有

が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
そ
の
有
の
本
性

冨
2
鑓

を
構
成
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
国
家
は
何
で
あ
る

か
、
あ

る
い
は
国
家
を
正
に
国
家
た
ら
し
め
る
国
家
の
本
性
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
グ

リ
ー
ン
は
、
国
家
の
本

質
を
公
共
善
の
現
実
体
と
見
倣
し
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
国
家
は
道
徳
的
有
機
体
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
事
物
の
本
質
を
問
う

こ
と
は
、
そ
の
事
物
の
形
相
な
い
し
イ
デ
ア
を
問
う
だ
け
で
終
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
何
の
た
め
に
存
在
す
る
か
、

つ
ま
り
、
そ
の
も
の

論磁

の
存
在
・
生
成
・
行
為
を
う
な
が
し
理
由
づ
け
る
目
的
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
事
物
の
目
的
は
、

そ
の
も
の
が
本
来
も
つ

の

、

●

義

べ
き
完

全
な
状
態
の
実
現
ど
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
践
的
意
志
は
そ
れ
を
行
為
の
目
標
と
し
て
先
取
的
に
定
立
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
実
現
が

主囎

決
意
さ
れ
た
と
き
、

一
切
の
行
為
は
目
的
に
対
し
て
手
段
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
国
家
の
目
的
を
間

つ
.」
と
は
、
同
時

に
、
国
家
の
手
段
な

い

スリ

し
機
能

を
問
う
こ
と
に
接
続
す
る
。
更
に
、
現
実
に
存
在
す
る
個
々
の
も
の
は
形
相
が
可
能
態
と
し
て
の
質
料
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
に

ギィ

よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
、
事
物
の
本
質
と
現
実
と
は
同

一
で
は
な

い
。
が
、
国
家
の
本
質
は
政
治
と
い
う
行
為

が
達
成
し
実
現
す
べ
き
目
的
で
も
あ
り
、
こ
の
目
的
は
、
国
家
が
本
来
も

つ
べ
き
完
全
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
国
家
が
実
現
す
べ
き

価
値

・
理
念
が
措
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人
は
社
会
生
活
の
中
で

一
般
に
は
広
い
意
味
で
良

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
欲

し
選
択

す
る
か
ら
、
国
家
の
目
的
な
い
し
価
値
は

一
般
に
は
善
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
践
の
場
忙
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
間

の
相
互

の
葛
藤
を
調
停
す
る
た
め
に
は
最
高
善
と

い
う
哲
学
的
究
極
原
理

へ
の
反
省
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
最
善
の
手
段

へ
の
反

省

と

と

も

のら

に
、
常

に
必
要
と
さ
れ
る
。
政
治
哲
学

の
追
求
す
る
も
の
は
普
遍
的
妥
当
性
を
持

っ
た
価
値
、
理
想
的

・
絶
対
的
価
値
で
あ
り
、
グ
リ
ー

ン
は
、

(



そ
れ
を
公
共
善
に
見
出
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
現
実
の
国
家
を
制
約
し
あ
る
い
は
批
判
す
る
究
極
の
価
値
原
理
と
し
た
ひ
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い

D

て
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
家
の
目
的
、
機
能
、
価
値
な
ど
に
関
す
る
グ
リ
ー

ン
の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

5(

グ
リ
ー
ン
に
と

っ
て
、
政
治
と
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
道
徳
的
発
展
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
社
会
的
諸
条
件
を
創
出
す
る
作
用
で
あ
る

(
32
)

と
い
え
る
。
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
政
治
と
道
徳
、
政
治
学
と
倫
理
学
と
は
不
可
分
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
政
治
な

い
し
国
家
の
究
極
目
的

は
、
す

べ
て
の
人
間
の
人
格
の
完
成

・
諸
能
力
の
実
現
を
具
体
的
内
容
と
す
る
公
共
善
を
志
向
す
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
自
己
決
定
能
力
を
解
放

命

す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
の
倫
理
学
し
た
が
っ
て
ま
た
政
治
学
を
貫
く
究
極
の
価
値
基
準
は
人
格
的
価
値
の
理
想
で
あ

窮国

る
。

の蟻

「
わ
れ
わ
れ
の
究
極
的
な
価
基
値
準
は
人
格
的
価
値
の
理
想
誇

る
。
他
の
す
べ
て
の
価
値
は
、
人
間
の
た
め
の
、
人
間
の
、
人
間
の
中
に

囎

あ
る
価
値
に
対
し
て
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
よ
り
大
き
な
価
値
に
関
係
づ
け
な
い
で
国
家
や
社
△奪

人
類

の
進
歩
改
善
も
し
く
は

ス

.

(
33

)

ザ

発
展
を
語
「る
こ
と
は
意
味
の
な
い
言
葉
を
語
る
こ
と
で
あ
る
C」

・ギ.イ

そ
の
際
、

こ
の
人
格
的
価
値
の
理
想
の
中
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
理
念
は
、

す
べ
て
の
人
間
が
そ
れ
自
体
目
的
と
し
て
の
存
在
を
可
能

と

さ

れ
、
決
し
て
他
人
の
手
段
た
ら
し
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
人
が
公
共
の
善
の
観
念
な
い
し
意
識
に
よ

っ
て
縛
導
さ
れ
な

が
ら
共
同
体
の
中
で
の
徳
あ
る
生
活
を
可
能
と
さ
れ
る
と
い
う

一
点
で
あ

っ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
人
間
は
誰
し
も
自
己
の
意
志
に
反
し
て
他
人
に
よ

っ
て
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
で
満
足
す

る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
個
人
が
何
等
か
の
社
会
的
機
能
を
果
し
、
公
共
善
に
何
等
か
の
貢
献
を
行
な
い
、
そ
し
て
自
由
に

(
つ
ま
り
は

　

公
共
善
の
観
念
の
下
で
)
行
動
す
る
よ
う
な
性
質
を
も
つ
か
ど
う
か
を
殆
ん
ど
偶
然
の
問
題
と
し
て
放
置
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
人
間
が

5

・



9

何
故

に
他
人
に
よ

っ
て
彼
等

の
目
的
の
た
め
の
単
な
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
か
の
唯

一
の
理
由
は
、
人
間
は
自
己
と
他
人
に

25

と

っ
て
真
に
同

一
で
あ
る
よ
う
な
目
的
に
対
し
て
自
己
を
手
段
と
し
て
使
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、

人
間

は
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
い
な
が
ら
、
現
実
に
は
し
ば
し
ば
、
人
に
自
己
を
社
会
的
目
的
の
た
め
に
使
う
機
会
を
全

(
鈎
)

く
与

え
な
い
で
放
置
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。」

こ
う
し
て
、
政
治
を
道
徳
に
接
続
さ
せ
、
道
徳
的
良
心
に
政
治
的

・
社
会
的
意
味
を
与
え
て
行

っ
た
と
こ
ろ
に
、
グ
リ
ー

ン
の
政
治
理
論
は
、

(
35
)

論

M

・
リ

ヒ
タ

ー

の

い
う

よ

う

に

、

「
良

心

の
政

治

学

」

と

呼

ば

れ
る

よ
う

な

性

格

を

持

つ
こ

と

に
な

る
。

露

と
こ
ろ
で
・
最
高
善
と
し
て
の
公
蓋

。は
グ
リ
】
ン
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
・
普
遍
隻

持

・
た
理
想
的

・
絶
対
的
価

値
と
し
て
措
定
さ
れ

の蟻

て

い
る

の

で
あ

る

が
、

現

実

の
国

家

が
.
・
の

よ
う

釜

口を

完

全

に
実

現

し

て

い
る

わ

け

で

は
な

い
。

グ

リ

ー

ン
自
身

も

述

べ
て

い
る

よ

う

に
、

囎

現
実
の
国
家
は
公
共
善
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
の
国
家
の
理
念
を
せ
い
ぜ
い
部
分
的
に
実
現
す
る
だ
げ
で
あ
硲
醒
そ
れ
故
・
国
家
を
は
じ
め

ス判

と
す
る
社
会
制
度
は
す
べ
て
、

人
間
の
不
断
に
成
長
す
る
公
共
善

の
意
識
に
よ

っ
て
批
判
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、

国

家

イ

は
、
公
共
善
の
意
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
行
動
し
、
批
判
さ
れ
、
改
革
さ
れ
、
そ
し
て
向
上
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
限
り
、
グ
リ
ー
ン
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
な
国
家

の
絶
対
化
に
は
な
い
。
国
家
が
公
共
善
の
観
念
を
体
現
し
て

い
る
こ
と
は
認
め
た

が
、
そ
の
国
家
は

ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
の
よ
う
に
超
絶
的
な
価
値
実
体
と
し
て
超
出
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
国
家
の
機
能
も
、
国
家
の
価
値
も
、
公
共
善
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
家
の
根
本
的
機

亀能
は
、
公
共
善
を
促
進
す
る
制
度
で
あ
る
ど
い
う

一
事
に
尽
き
る
。
国
家
が
実
現
す
べ
き
究
極
の
価
値

・
理
念
は
す
べ
て

の
人
間
の
人
格
の
完

助5

成
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
価
値

・
理
念
と
相
則
す
る
と
こ
ろ
に
国
家
の
本
質
的
機
能
が
成
立
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
機
能

を
果
す
限
り
に
お
い

(



て
、
国
家
そ
の
も
の
も
価
値
を
待

つ
こ
と
に
な
る
、
グ
リ
ー

ン
に
よ
れ
ば
、

「国
家
の
本
来
的
な
任
務
は
㌔
直
接
に
道
徳
的
善
を
促
進
す
る
こ

　

と
で
は
な
く
、
…
…
そ
れ
を
欠
け
ば
人
間
の
諸
能
力
の
自
由
な
発
揮
が
不
可
能
に
な
る
よ
う
な
諸
条
件
を
保
持
す
都
こ
と
に
あ
翻
ゴ

つ
ま
り

53(

グ
リ
ー

ン
は
、
国
家
の
機
能
は
人
格
の
完
成
を
促
進
す
る
と
い
う
道
徳
的
機
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
機
能
は
本
質
的
に
消
極
的
な
機
能
で

あ
る
ど
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
、
直
接
に
道
徳
的
善
を
創
出
し
た
り
、
人
び
と
を
道
徳
的
に
改
善
す
る
よ
う
な
積
極
的
機
能
を
持

つ
わ
け

で
は
な
く
、
人
び
と
が
能
力
の
自
由
な
発
揮
を
通
じ
て
自
分
自
身
を
改
善
す
る
に
際
し
て
障
害
と
な
る
も
の
を
除
去
す
る
こ
と
を
任
務

へ冊

と
す
る
。
国
家
が
為
さ
ね
ば
な
ら
な

い
唯

一
の
こ
と
は
、
人
間
の
能
力
の
自
由
な
発
揮
と
そ
れ
に
よ
る
自
己
実
現

(o自Φ
一h-『①
"嵩
o自国け凶O
昌
)

に
対

審国

す
る
障
害
の
除
去

(【①
旨PO
く
薗一
〇
h
O
σ
ω当国O一①ω)

で
あ
り
、

反
対
に
、

国
家
が
絶
対
に
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
自
己
実
現
に
対
す
る
抑

の義

圧
で
あ

る
。

主麗

国
家
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
諸
制
度
の
価
値
も
・
こ
れ
と
同
じ
'
と
ア
ク
ス
ト
に
お
い
て
語
ら
れ
る
・

ス剃

「市
民
生
活
の
制
度
の
価
値
は
、
意
志
と
理
性
の
能
力
に
現
実
牲
を
与
え
、
そ
の
能
力
が
真
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う

イ

な
制
度
の
作
用
に
あ
る
。
特
殊
な
常
軌
逸
脱
を
別
と
す
れ
ば
、
制
度
は
、
そ
の

一
般
的
効
果
に
お
い
て
は
、
人
が
、
外
部
の
力
に
よ

っ
て
左

右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
.彼
自
身
の
満
足
な
観
念
に
よ
っ
て
自
由
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
か
く
し
て
、
制
度
は
意
志
と
呼
ば
れ

る
能
力
に
現
実
性
を
与
え
る
。

つ
ま
り
制
度
は
、
人
に
、
社
会
組
織
1

そ
こ
で
は
各
人
は
他
の
す

べ
て
の
人

々
の
よ
り
良
き
生
存
に
貢
献

す
る
の
だ
が
一

の

一
員
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
理
性
、

つ
ま
り
は
自
己
完
成
の
観
念
を
実
現
す
る
こ
と
を
可
能
と
さ

せ
る
。
制
度
が
事
実
上
こ
の
よ
う
な
作
用
棄

す
か
ぎ
り
・.
制
度
は
道
徳
的
に
正
当
化
さ
れ
躯

」

ヨ

こ
う
し
て
、
国
家
は
、
公
共
善
を
促
進
す
る
こ
と
を
そ
の
本
質
的
機
能
と
し
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
す
限
り
に
お
い
て
そ
れ
自
体
と
し
て
も

5



(
39
)

価
値
を
持
ち
、
同
時
に
市
民
に
対
し
て
服
従
を
要
求
で
き
る
。
こ
の

一
点
を
欠
く
限
り
、
も
は
や
そ
れ
は

「真
の
国
家
」

(再「口
O
ω梓9けO
)
で
は

45

な
い
。
た
だ
、
現
実
の
国
家
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
公
共
善
を
部
分
的
に
体
現
な

い
し
実
現
す
る
も
の
で
し
か
な
い
か
ら
、
そ
の
価
値
は

相
対
的
な
価
値
で
あ
り
、
し
か
も
公
共
善
に
貢
献
す
る
手
段
的
価
値
で
あ

っ
て
、
国
家
が
常
に
絶
対
的
価
値
の
体
現
者
で
あ
り
、
あ
る
い
は
自

己
目
的
的
存
在
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
国
家
の
根
本
的
機
能
が
具
体
的
に
市
民
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
た
場
合
、
そ
こ
に
国
家
の
具
体
的
機
能
が
成
立

論

す
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー

ン
は

「権
利
は
国
家
を
要
求
す
る
」
と
考
え
た
が
、
そ
の
場
合
、
権
利
と
は
、
そ

の
行
使
が
公
共
善
に

跡

と

そ

必
要
な
も
の
と
し
て
社
会
的
に
承
認
さ
れ
た
力
で
あ
り
・
人
格
の
完
成
に
必
要
な
条
件
で
あ

・
た
・
別
言
す
れ
ば
・
人
び
と
に
道
徳
性

の議

の
実
現
寄

能
に
さ
せ
る
よ
う
な
生
活
諸
条
件
で
あ
る
。
そ
の
隠

グ
リ
、
。
の
倫
理
学
の
中
心
原
理
は
、

百

我
は
社
会
的
義

で
あ
る
」

囎

と
い
う
言
葉
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
と
社
会
と
の
関
係
の
相
互
性
に
お
か
れ
て
い
る
か
ら
、
権
利
を
捉
、凡
る
場
ム
ロも
、
そ
れ
は

　
スリ

常
に
他
人
の
権
利
お
よ
び
社
会
的
善
と
の
相
互
性
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
は
、

一
面
で
は
、
個
人
の
側
に
お
け
る
行
.

ギィ

動
の

自
由

へ
の
要
求
で
あ
る
が
、
反
面
で
、
そ
の
よ
う
な
値
入
の
自
由
は
社
会
の

一
般
的
善
に
真
に
貢
献
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
の
意
味
で
、
真
の
権
利
と
は
、
公
共
善
に
役
立
つ
た
め
に
個
人
ま
た
は
団
体
が
持

つ
べ
き
力
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
反

面
で
は
、
各
人
が
そ

の
力
な

い
し
全
体
と
し
て
の
人
格
を
社
会
的
善
に
貢
献
す
る
よ
う
に
適
用
す
べ
き
義
務
を
伴
な
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
権
利
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
国
家
の
目
的
な

い
し
機
能
は
、
上
に
述
べ
た
意
味
で
の
権
利
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
グ
リ

(40
)

)

ー
ン
の
言
葉
で
い
え
ば
、
国
家
は

「
そ
の
成
員

の
権
利
を
よ
り
完
全
か
つ
よ
り
調
和
的
に
維
持
す
る
た
め
の
制
度
」
で
あ

る
。
そ
の
際
、
権
利

4ら

へ
の
要
求
椎
、
既
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
公
共
善
を
自
分
自
身

の
も
の
と
認
識
す
る
儲
力
、
自
分
の
力
の
行
使
を
他
人

が
承
認
す
る
善
に
関
係

(



論嚇

こ
こ
で
・

「社
会
の
反
対
要
求
」
と
は
、
国
家
の
権
力
行
使
、
な
い
し
個
人
の
権
利
に
対
す
る
国
家
の
側
の
権
利
を
意
味
し
で
お
り
、
「社
会
関

の

'

(
43
)

蟻

係
の
維
薯

.
調
整
者
と
し
て
の
国
家
」
、

も
し
く
は

「
社
会
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
権
利
の
調
薯

.
維
薯

と
し
て

の
国
家
」
が
、
そ
の
法

囎

律
、
命
令

へ
の
喪

の
服
従
を
案

ず
る
側
面
を
意
味
し
て
塚

。
市
民
の
側
か
ら
い
え
ば
、
市
民
に
課
せ
ら
れ
る
政
治
的
霧

(。
。
=
叶一。曽
一

味

。
忌

§

昌
)
も
し
く
は
法
律
的
義
務

(δ
oq
巴

o集
αq
巴
8
)
の
問
題
で
あ
る
・

そ
れ
は
・
・法
律
に
よ

・
て
維
持
さ
れ
て
い
る
権
利
を
尊
重
す

ギィ

る
義

務

で

あ

り

、
個

人

の
外

的

行
為

(
8

ヨ

9
a

8

∬

①
×
8
三

巴

餌
o
け)
に
対

し

て

法

律

の
強

制

に

よ

っ
て
行

な

わ

れ

る

も

の

で

あ

る
点

に

お

い

(
弱
)

て
、
純
粋
に
人
間
の
内
的
活
動
に
関
係
し
強
制
を
許
さ
な
い
道
徳
的
義
務

(∋
o琵

音
¢
)
と
は
区
別
さ
れ
る
。
勿
論
、
政
治
的
な
い
し
法
律

的
義
務
は
道
徳
的
義
務
と
密
接
に
接
合
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
リ
ー
ン
に
匙

っ
て
、
政
治
的

・
法
律
的
な
る
も
の
は
、
常
に
、
そ
の

根
抵
に

お
い
て
道
徳
的
な
る
も
の
に
よ

っ
て
底
礎
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま

っ
て
は
じ
め
て
認
証
可
能
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
家
な

い
し
政

府
が
市
民
に
政
治
的
義
務
を
課
し
服
従
を
要
求
で
き
る
の
も
、
そ
れ
が
市
民
に
公
共
善
を
示
す
限
り
に
お
い
て
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
限
り
に

ら

お
い
て
、

「国
家
の
干
渉
」
も
合
理
的
な
基
礎
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

5

づ
け
て
規
制
す
る
能
力
と
結
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
国
家
の
任
務
は
、
特
定
の
権
利
の
秩
序
を
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
で
は
な

)

(41
)

55

く
、
す

べ
て
の
権
利
を
平
等
に
保
護
す
る
こ
と
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
個
人
の
側
の
権
利

へ
の
要
求
も
国
家
に
よ
る
権
利
の
維
持

(

も
と
も

に
公
共
善

へ
の
適
合
性
に
基
礎
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
,

へ

「社
会
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
あ
る
ガ
を
持
と
う
と
す
る
個
人
の
要
求
も
し
く
は
権
利
と
、
個
人
に
対
し
て
あ
る
力
を
行
使
す
る
社
会
の
反

対
要
求
と
は
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
力
が
、
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
使
命
の
達
成
に
之

っ
て
、
つ
ま
り
は
、
自
己
自
身
お
よ
び
他
人
の

(
42

)

完
全
な
人
格
を
発
展
さ
せ
る
仕
事

へ
の
有
効
な
献
身
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
依
拠
し
て
い
る
。」



こ
こ
で
、
国
家
の
干
渉
の
原
理
や
領
域
が
問
題
と
な
る
。
グ
リ
ー
ン
は
、
国
家
干
渉
の
具
体
的
領
域
と
し
て
教
育
問
題
、
土
地

財

産

の

問

65

題
、
労
働
立
法
の
問
題
、
.禁
酒
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
積
極
的
な
関
心
を
寄
せ
た
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的

な
領
域
は
別
と
し
て
、

こ
こ
で
国
家
干
渉
の
原
理
に

つ
い
て
の
グ
リ
ー
ン
の
考
え
方
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
ど
こ
ま
で
も
グ
リ
ー

ン
の
自
由
概
念
と
の
関
連
で

と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
は
、
国
家
の
機
能
は
、
そ
れ
が
入
間
の
自
己
実

現
に
対
す
る

「障
害
の

除
去
」

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
本
質
的
に
消
極
的
な
機
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
.国
家
の
究
極
目
的

が
最
高
価
値
と
し
て
の

論

人
格
の
完
成
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
間
の
自
己
決
定
能
力
の
解
放
で
あ
る
・
描に
お
い
て
、
国
家
の
機
能
は
+
分
に
積
極
的
で
あ
る
と
い
え
る

家国

し
、
ま
た
、
障
害
の
除
去
に
関
連
し
て
社
会
生
活
に
干
渉
す
る
と

い
う
意
味
で
も
積
極
的
な
意
味
合
い
を
持

つ
と
い
え
る
。
グ
リ
ー
ン
に
と

つ

蜘

て
邑

は
・
社
会
的
善
の
た
め
に
人
び
と
の
す
べ
て
の
力
を
解
放
す
・
こ
と
で
萱

畠

の
目
的
髪

て
の
人
間
の
善
な
皇

活
で
あ

躍

る
。
こ
う
し
た
自
由
の
観
点
か
ら
の
み
、
国
家
の
側
の
干
渉
は
正
当
化
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
間
の
善
な
る
生
活
も
し
く
は
人
格
の

ス判

完
成
乏

い
う
こ
と
が
、
国
家
の
干
渉
を
貫
く
原
理
で
あ
る
。
人
格
の
完
成
に
堕

.と
な
る
も
の
は
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
反
面
、

イ

人
格
の
完
成
に
障
害
と
な
る
よ
う
な
国
家
の
干
渉
は
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
か
ら

二
つ
の
主
要
な
問
題

が
生
起

す

る
。

一
つ

は
、
国
家
の
干
渉
で
き
る
行
為
と
干
渉
で
き
な
い
行
為
と
の
区
別
を
ど
こ
に
お
く
か
の
問
題
で
あ
り
、
第

二
に
、
干
渉

の
原
理
に
反
す
る
よ
う

な
国
家
の
干
渉
に
対
し
て
の
抵
抗
の
問
題
で
あ
る
。

第

一
点
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
は
、
既
に
の
べ
た
外
的
行
為
と
内
的
行
為
の
区
別
を
適
用
し
、
外
的
行
為
に
対
し
て
は
国
家
権
力
に
よ
る

強
制
を
承
認
す
る
。
つ
ま
り
、
国
家
や
法
律
が
本
来
そ
の
目
的
と
し
て
体
現
す
べ
き
道
徳
目
的
に
背
反
す
る
よ
う
な
外

的
行
為
が
、
人
間
の
価

の　

(45
)

値
に
と

っ
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
律
上
の
命
令
ま
た
は
禁
止
の
内
容
と
な
る

。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
間

の
内
部
的
意
志
か
ら
発

(



・

す
る
府
的
行
為
、
も
し
く
は
道
徳
的
義
務
と
結
合
し
た
内
的
行
為
は
強
制
や
干
渉
の
範
囲
外
に
お
く
ひ
そ
れ
は
、

一
般

に
は
信
仰
や
思
想
な
ど

)

人
間
の
内
面
的
な
精
神
活
動

の
簸

で
あ
り
・
こ
れ
に
対
す
る
干
渉
は
不
当
な
も
の
と
七
て
排
除
さ
れ
馨

断

他
方
、
国
家
の
不
当
な
干
渉
に
対
す
る
抵
抗
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
は
、
消
極
的
な
が
ら

「抵
抗
権
」
を

承
認
す
る
。

「国
家
を
社
会
関
係
の
維
持
者
か
つ
調
整
者
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
個
人
は
国
家
に
対
抗
す
る
権
利
を
全
く
持
ち
え
な

い
。

つ
ま
り
、
国
家
の

法
律

は
彼
に
と

っ
て
絶
対
的
権
威
と
な
る
。
し
か
し
、
事
実
に
お
い
て
、
現
実
の
国
家
は
そ
の
理
想
的
な
機
能
を
せ

い
ぜ
い
部
分
的
に
遂
行

論

ず
る

も
の
で
し
か
な

い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
法
則
を
実
際
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
市
民
が
市
民
と
し
て
以
外
に
は
決
し
て

磁

行
為

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

一
般
的
原
理
は
・
市
民
は
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
下
で
そ
の
国
家
の
法
律
に
従

つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
義
務
を
も

の蟻

た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
園

家
の
法
律
は
、
時
に
は
、
社
会
関
係
の
雑
著

.
調
薯

と
し
て
の
国
家

の
真
の
目
的
と

豪

し

聰

な
い
場
合
も
あ
・
か
ら
で
あ
菊

スリ

こ
う
し
て
彼
は
、
国
家

の
真

の
目
的
と

一
致
し
な

い
よ
う
な
悪
法
や
不
当
な
干
渉
に
対
す
る
抵
抗
を
是
認
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
グ
リ

ギィ

ー

ン
催
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
抵
抗
が
市
民
に
と
っ
て
義
務
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
正
確
な
法
則
は
確
定
し
え
な
い
と
し
な
が
ら
も
、

抵
抗
権
に
つ
い
て
は
き
び
し
い
条
件
を

つ
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
あ
る
法
律
や
干
渉
が
公
共
善
に
反
す
る
こ
と
を
立
証
し
、
そ
の
抵
抗
が
正

(
48
)

当
な
も

の
と
し
て
社
会
的
に
承
認
さ
れ
る
ま
で
手
段

(特
に
宣
伝
)
を
尽
さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
道
徳
的
正
当
性
が
失
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
.も

し
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
み
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
、
.抵
抗
が
正
当
視
さ
れ
う
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
抵
抗

が
義
務
に
な
る
わ
け
で

は
な

い
と
い
う
の
が
グ
リ
ー
ン
の
見
解
で
あ
る
。

57



　

四
、
現
実
主
義
的
理
想
主
義

5

既

に
述

べ

て
き

た

よ
う

に
、

グ

リ

ー

ン
に

お

い
て

は

、

そ

の
倫

理
学

と

政

治

理

論

と

は
密

接

不

可

分

に

結

合

し

て

い
る

。

そ

の
際

、

グ

リ

ー

ン
の
倫

理
学

を
貫

い
て

い
る

も

の

は

、

い
わ

ゆ

る

自
我

実

現

説

(
ω①
零
「
①
聾

N
巴

o
昌

爵
8

曙
)

で

あ

り

、

そ

こ

で

は

、

経

験

的

個

我

が
真

の
自

我

と

し

て

の
絶

対

我

に
接

近

す

る

こ

と

に

人

格

の
完

成

を

見

出

し

、

そ

の
実

現

が

自

己

の
善

で
あ

り

、

同

時

に
公

共

の
善

で
あ

る

と
さ

れ

る
。

論

こ

の
自

我

は

、

グ

リ

ー

ン
に

お

い
て

は

、

ど

こ

ま

で
も

「
社

会

的

自

我

」

と

し

て

捉

え

ら

れ

て

お
り

、

彼

は

、

人

間

の
本

性

を
、

社

会

的

有

機

家

・

(49
)

国

体

の
中

で

一
定

の
機

能

を

自

由

に

(
つ
ま

り

は

公

共

善

の
観

念

の
も

と

で
)

果

し

て
行

く

能

力

に
見

出

し
て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

自

我

の
実

の蟻

現
は
ど
こ
ま
で
も
社
会
的
自
我
ど
し
て
の
自
己
2

元
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

騰

こ
の
よ
う
な
人
間
観
・
社
会
観
と
結
合
し
て
い
る
こ
と
に
よ
・
て
・
彼
の
国
家
理
論
は
・
若
干
の
註
釈
も
し
く
は
条
件
を
と
も
な
い
な
が
ら

ス判

も

、

結

局

は

い
わ

ゆ

る

有

機

体

的

国

家

理

論

な

い

し
国

家

有

機

体

説

(
。
「σq
9
昌
一。

9
①
。
「
《

。
h
爵

①

。。け
曽
け①
)

と

し

て
捉

え

ら

れ

る
。

つ
ま

り

彼

イ

は

、

ホ

ッ
ブ

ス
な

ど

に
始

ま

る
機

械

論

的

国

家

理
論

(
ヨ
8
冨

巳
。・
けざ
.9

①
o
曙

。
h
昏

Φ

。。富
8
)

を

、

人
間

共
同

体

の

歴
史

的

生

成

お

よ
び

発

展

の
過

程

を

看

過

し

た

余

り

に
人

工
的

な

理

論

と

し

て

斥

け

、

他

方

、

「
力

で
は

な

く

意

志

こ

そ
国

家

の
基

礎

で

あ

る
」

と

い
う

命

題

に

現

わ

れ

て

い
る

よ

う

に

、

政

治

的

義

務

の
根

拠

を

人
間

の
道

徳

的

意

志

に
見

出

す

こ

と

に

よ

っ
て

、

強

制

力

論

的

国

家

理

論

(
8
「
8

爵

①
o
蔓

o
h

昏

o

ω冨
8
)

を

も

否

定

し

た

。結

局

グ

リ

ー

ン
は

、
ギ

リ

シ

ア
哲

学

、

特

に

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス

の
影

響

を
受

け

な

が

ら

、

社

会

的
動

物

と

し

て

の

人

間

の
本

質

と

共

同

体

の
中

で

の
人

間

の
善

な

る

生
活

と

い
う

観

念

に
籍

導

さ

れ

て
有

機

体

的

国

家

論

に
依

拠

す

る

こ

と

に

な

る

。

近

代

に

お

の

(
50
)

5

い
て
、

国

家

を
有

機

体

と

し

て
捉

え

る

理
論

は

ル
ソ

i

、

ヘ
ー

ゲ

ル
、

グ

リ

ー

ン
な

ど

に
代

表

さ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

個

別

性

を

持

っ
て

い
る

が

、

(



グ
リ
ー

ン
の
国
家
論
の
重
要
な
特
徴
は
、
そ
れ
が
、
極
端
な
権
威
主
義

・
国
家
主
義
に
蓬
着
し
て

い
な

い
こ
と
と
、
単

に
観
念
化
す
る
こ
と
な

)　

く
現
実
的
な
社
会
改
良
主
義
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し

ω

有
機
体
的
国
家
理
論
や
理
想
主
義
的
政
治
理
論
は
、

一
般
に
、
国
家
を
本
質
的
に
善
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
自
我

の
発
展
を
法
律
や
慣
習

へ
の
自
由
な
服
従
の
中
に
見
出
す
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
は
、
国
家
の
絶
対
化
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
権
威
主
義
的

・
国
家
主

義
的
性
格
を
持

つ
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
理
論
に
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
同
じ
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
の
中

ム冊

で
は
ボ
ー
ザ

ン
ケ
ト
に
代
表
的
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ーグ
リ
ー
ン
は
、
国
家
主
権
の
極
端
な
理
想
化
に
陥

る
こ
と
な
く
、
そ
の
基

曇

日

ノ

勝

本
に
り

ペ
ラ
ル
な
も
の
を
確
実
に
と
ど
め
て
お
り
・
慧

主
義
的
政
治
理
論
の
も
う

一
つ
の
在
り
方
を
明
瞭
に
一下
し
て

い
る
・
他
方
・
彼
の
理

の義

論
は
、
公
共
善
の
観
念
に
依
拠
し
な
が
ら
国
家
干
渉
の
原
理
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う

に
単
に
観
念
化
す
る

主騰

こ
と
な
く
、
国
家
の
す
べ
て
の
構
成
員
に
徳
あ
る
生
活
の
条
件
を
保
障
す
る
積
極
的
な
機
能
を
国
家
に
附
与
す
る
こ
と

に
よ

・
て
、
そ
の
政
治

ス

(
51
)

リ

理

論

の

現

実

化

を

強

く

意

図

し

て

い
る

。

こ

の
点

は

、

ゲ

ッ
テ

ル

の
指

摘

す

る

よ

う

に

、

グ

リ

ー

ン
の
政

治

理

論

は

「
国

家

社

会

主
義

」

に
帰

ギ

へ52
)

イ

結

し

て

い
る

と

も

い
え

る

し

、

ま

た

、

同

じ

意

味

に
お

い
て

、

彼

の
思

想

は

、

ウ

ラ

ム

の

い
う

よ

う

に

、

イ

ギ

リ

ス
社

会

主

義

11

福

祉

国

家

の

一
つ
の
重

要

な

思
想

的
基

盤

と
な

っ
て

い
る

と

も

い
え

る

一

も

っ
と

も

、

フ

ェ
ビ

ァ

ン
協

会

に

対

す

る
グ

リ

ー

ン
の
直

接

的

影

響

は

必

ら
ず

し

も

立

証

で

き

な

い
が

。

'

こ

う

し

て

、

グ

リ

ー

ン
は

、

ギ

リ

シ
ア

哲

学

、

ド

イ

ツ
哲

学

に

大

き

く

示
唆

を
受

け

な

が

ら

も

、

反

面

で

は

、

イ

ギ

リ

ス
哲

学

の
伝

統

を

確

実

に
継

承

し

て

い
る

と

い
え

る

。

そ

し

て

、

こ

の

点

で

は

、

グ

リ

ー

ン
の

立
場

は
、

一
言

で

い
え

ば

、
自

由

主

義

な

い
し

功

利

主

義

の
理

想

主

(35
)

9

義

的

修

正

と

い
え

る

し

、

あ

る

い
は

、

功

利

主

義

と

理

想

主
義

と

の

結

合

、

さ

ら

に

は

個

人

主

義

酌

理

想

主

義

と

も

い
え

る

。

そ

の
場

合

、

こ

5



の
修
正

の
ポ
イ

ン
ト
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
に
対
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
念
や
カ

ン
ト
の
人
格
主
義
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
と

06

え
ば
、

ペ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
に
お
い
て
は
、
道
徳
お
よ
び
立
法

の
原
理
、
し
た
が

っ
て
ま
た
政
治
的
義
務
の
原
理
は

「最
大
多
数
の
最
大
幸

福
」
と

い
う
功
利
主
義
的
原
理
に
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
グ
リ
ー
ン
が
そ
の
理
想
と
し
て
措
定
し
た
も
の
は
、
単
な
る
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

で
は
な
く
、

一
形
態
の
人
間
生
活
、

つ
ぎ
り

「
共
同
体
の
中
で
の
入
間
の
善
な
る
生
活
」
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
、
功
利

主
義
の
理
想
主
義
的
修

正
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
、
彼
は
、
個
人
を
原
子
と
し
て
で
は
な
く
社
会
の

一
員
と
し
て
捉
え
、
全
体
と
し
て
の
社

会

・
国
家
に
高
い
価
値

倉

づ
け
を
行
な

っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「個
人
」
こ
そ
が
彼
の
全
思
想
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
点
で
彼

き
口跡

は
・
理
想
主
馨

で
は
あ

・
た
が
・
個
人
主
馨

と
呼
ば
れ
る
べ
き
慧

主
著

で
あ

・
た
と
も
い
え
る
・
結
局
・
ウ

・
i
パ
あ

い
う
よ
う

蜘

に

「個
人
主
霊

徳
的
か
つ
社
会
的
な
籍

の
も
の
に
峯

理
想
轟

を
文
明
化
し
安
全
な
も
の
に
し
幽

・
こ
ろ
に
・
グ
ー

の
思

囎

想
の
忠

的
な
特
徴
が
あ

・
た
と
い
え
る
。
こ
ヱ

て
彼
は
・
伝
統
的
思
想
を
修
正
し
な
が
ら
・
し
か
も
そ
の
思
想
的
営
み
の
褒

を
所
与

の

ス剃

イ
ギ
リ

ス
の
歴
史
的
現
実
の
中
か
ら
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
思
想
に
現
実
世
界

へ
の
原
理
的

.
実
践
的
指
導
性
を
持

た
せ
よ
う
と
す
る
強

い

ヘ

ィ

意
識
を
持

っ
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
の
影
響
を

一
面
で
強
く
受
け
て
い
る
パ
ー
カ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
リ
ー

ン
は
高

い
理
想
主
義
者

で
あ
る
と
同
時
に
真
摯
な
現
実
主
義
者
で
あ
り
、
現
実
と
の
対
決
に
よ

っ
て
理
想
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
に
よ

っ
て
貫

か

れ
層て

い

た
。
こ
う
し
て
、
彼
は
、
い
わ
ば
現
実
主
義
的
理
想
主
義
者
で
あ

っ
た
と
い
え
る
し
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
理
想
主
義
者
が

し
ば
し
ば
陥
る
陥
穽
を
大
き
く
避
け
え
る
こ
と
に
も
な

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ー

ン
の
思
想
な
い
し
理
論
に
対
す
る
評
価
の
問
題
が
あ
る
。
主
要
な
点
と
し
て
は
、
グ
リ
ー
ン
は
果
し
て
集
団
主
義
で
あ

)60

つ
た
か
ど
う

か
、
第
二
に
、
保
守
主
義
者
で
あ

っ
た
か
急
進
主
義
者
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
そ
の
社
会
理
論
な

い
し
国
家
理
論
は

(



=
兀
主
義
か
多
元
主
義
か
の
問
題
が
あ
る
。

)　

グ
リ
ー
ン
が
個
人
主
義
か
集
団
主
義
か
に
つ
い
て
は
、

思
想
史
研
究
家
の
評
価
は

大
き
く
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。

た
と
え
ば
、

ゲ

ッ
テ
ル

ω

は
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
理
想
主
義
国
家
論
の
実
践
的
帰
結
は
個
人
主
義
か
ら
集
団
主
義

へ
の
運
動
を
強
化
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
、
グ

(
55
)

ザ

ー

ン
を

集

団

主
義

と
結

合

し

て
評

価

す

る
。

他

方

、

リ

ヒ
タ

ー

は

、

グ

リ

ー

ン
が

ブ

ラ
イ

ト

な

ど

の

マ

ン
チ

ェ
ス

タ

ー
派

の
原

子

論

的

個

人

主

義

と

は

根
底

的

に

異

な

る

こ

と

を

認

め

な

が

ら

も

、

グ

リ

ー

ン
を

集

団

主

義

と

結

び

つ
け

る

こ
と

は

、

グ

リ

ー

ン
が

国

家

に
与

え

た
役

割

だ

(
56
)

請

け

を

過
大

評

価

し

、

グ

リ

ー

ン
の
も

つ
ヴ

ィ

ク

ト
リ

ア
中

期

納

性

格

を

看

過

す

る

こ

と

に
な

る

と
し

て

い
る
。

し

か

し
、

グ

リ

ー

ン
が
強

調

し

跡

た
公
共
善

の
観
念
は
・
笙

義
的
に
は
彙

団
主
義

へ
の
志
向
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
・
特
に
こ
の
観
念
を
徹
底
化
す
れ
ば
す
る

の蟻

ほ
ど
完
全
な
集
団
主
義
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
グ
リ
↓

は
完
全
な
集
団
主
義
に
は
な

い
が
、
し
か
し
、
そ
の
田憲

.
理
論
を
背
後
か
ら
支

賄

え
て
い
た
も
の
は
集
団
義

的
な

干

支

で
あ

・
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
彼
に
は
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
が
・
イ

・
の
表
裏

スリ

の
よ
う

に
併
存
し
て
い
た
、
し
た
が
っ
て
中
間
的

・
二
元
的
性
格
を
持

っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ギぞ

こ
れ
と
関
連
し
て
、
第

二
に
、
保
守
主
義
か
急
進
主
義
か
の
問
題
が
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
理
想
主
義
的
な
政
治
理
論
は
、
権
威
主
義

的
で
保
守
的
な
方
向
を
と
る
か
、
リ
ベ
ラ
ル
な
も
の
に
止
ま
る
か
の
二
つ
の
ヴ

ェ
ク
ト
ル
を
と
る
と
い
え
る
。
セ
イ
パ
イ
ン
は
、
グ
リ
ー
ン
の

立
場
を
基
本
的
に
は
自
由
主
義
と
規
定
し
、
そ
の
自
由
主
義
は
、

一
面
で
保
守
主
義

へ
の
傾
斜
を
見
せ
な
が
ら
、
反
面

で
は
自
由
な
形
態
の
社

(
57
)

会
主
義
と
両
立
し
う
る
性
格
の
も
で
の
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
公
共
善
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
行
く
と
な
れ
ば
急
進
主
義
、
あ

る
じ
は
そ
の
理
論
お
よ
び
実
践
形
態
と
し
て
の
社
会
主
義
に
結
合
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
、
グ
リ
ー
ン
の
主
張
は
、
そ
の
よ
う
な

ユ

地
点
か
ら
は
遠
い
か
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
グ
リ
ー
ン
は
、
国
家
ま
た
穏
屈
家
の
特
徴
的
な
制
度
と
し
て
の
主
権
は
、
権
利
を
創
出

6



す
る
の
で
は
な
く
、
既
に
存
在
し
て
い
る
権
利
に
よ
り
完
全
な
実
質
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
は
諸
社
会
に
対
す
る
調
整
権

(臨
σq
窪

。
h

26

(58
)

巴
言
ω
§
①
茸
)
を
持

つ
全
体
社
会
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
は
」
新
し
い
価
値
体
系
と
そ
れ
に
対
応
す
る
法
律

・
制
度

に
よ

っ
て
社
会
の
根
本
的
変
革
を
志
向
す
る
よ
う
な
急
進
主
義
は
出
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
、
保
守
主
義
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持

っ
て
い
る
と
い
え

る
。
事
実
、
実
際
の
社
会

・
政
治
問
題
に
対
す
る
グ
リ
ー

ン
の
見
解
を
見
て
も
、
私
有
財
産
制
の
最
終
的
な
是
認
、
資
本
と
し
て
の
財
産
の
擁

護
な
ど

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
本
主
義

の
根
本
的
批
判
や
資
本
主
義
制
度
そ
の
も
の
の
根
本
的
変
革
と
は
程
遠
い
。

マ
ー
リ
が
い
う
よ
う

論

に
、
グ

リ
ー
ン
は
基
本
的
に
は
パ
ー
ク
や
入
ー
ゲ
ル
の
保
守
主
義
と

一
致
す
る
面
を
持

っ
て
い
た
が
、
た
だ
反
面
で
は
改
革
の
重
要
性
を
強
く

跡

認
識
し

て
い
た
の
で
あ
穂

結
局
・
国
家
の
干
渉
を
忠

と
し
た
国
家
社
会
主
義
な
い
し
社
会
改
良
主
義
に
そ
の
山酋

点
を
持

・
て
い
た
と
い

の議

。
て

よ

い
で

あ

ろ
う

。

囎

第
三
の
・
政
治
的

一
元
主
義

(
=
兀
的
国
家
論
)
か
多
元
主
義

(多
元
的
国
家
論
)
が
に

つ
い
て
も
、
評
価
は
分
か
れ
る
。
↑

㍗

は
、

スリ

グ

リ

ー

ン
が

国
家

を
諸

社
会

の
社

会

(昏

。
ω
0
9
0
蔓

o
h
ω
。
9
①
ユ
①
ω
)

と

規

定

し

て

い
る

こ

と

に
関

連

し

て

、

グ

リ

ー

ン
は

多

元

的

国

家

論

に

ギ

(60
)

イ

影
響

を
与
え
た
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
法
論

の
観
念
を
把
握
し
て
い
た
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
に
お
け
る
多
元
主
義
的
性
格
を
推
論

し

て

い

る
。
ま

た
、
河
合
栄
治
郎
は

「グ
リ
ー

ン
が
最
近
の
多
元
的
社
会
論
者
と
霊
犀
相
通
ず
る
こ
と
を
挙
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
れ
以
外
の
多
く
の
理
想
主

義
者
が
国
家
に

一
種
別
個
の
地
位
を
与
え
、
他
の
団
体
に
対
し
て
絶
大
の
権
力
を
認
め
る
に
対
し
、
…
…
グ
リ
ー
ン
は
思
想
系
統

よ

り

す

れ

ば
、
之
穿
の
多
元
的
社
会
論
者
に
よ
り
敵
視
さ
る
べ
き
理
想
主
義
者
た
る
に
拘
ら
ず
、
不
思
議
に
も
彼
の
思
想
中
に
は
、
却
て
後
年
の
多
元
論

の
萌
芽

を
蔵
し
て
い
粥

」
と
述
べ
て
い
る
・
し
か
し
・

バ
ゐ

あ

推
論
は
・

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
多
一兀
的
国
家
論

の
先
駆
者
で
あ
・
た
バ

助　

ー

カ

ー

が
、

彼

自

身

の

立
場

に

グ

リ

ー

ン
を

引

き

よ

せ

た
捉

え

方

と

い
え

る

の

で
は

な

か

ろ
う

か
。

グ

リ

ー

ン
の
基

本

的

立
場

は

有

機

体

的

国

(



家
理
論

で
あ
り
、
国
家
に
先
行
す
る
諸
社
会
や
個
人
の
存
在
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
内
的
権
利
体
系
の
存
在
を
認
め
て
い
る
と
し
て
も
、
最
終
的

)ヨ

に
は
既

に
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
ら
は
国
家
の

「有
機
的
構
成
員
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
国
家
は
、
原
子
的
な

ω

・個
人
や
団
体
の
単
な
る
集
合
で
は
な

い
し
、
ま
た
、
社
会
関
係
の
維
持
者

・
調
整
者
と
し
て
の
国
家
が
個
人
や
諸
社
会

に
対
し
て
調
整
権
を
行

使
す
れ
ば
、
調
整
を
行
な
う
国
家
の
権
力
は
当
然
最
終
性

(主
権
性
)
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
グ
リ
ー
ン
の
見
解
は

一
元
主
義
的

性
格
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
国
家
は
決
し
て
、
多
元
論
の
場
合
の
よ
う
に
、
他
の
諸
社
会
と
同
列
に
併
置

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
っ

こ
う
し
て
、
以
上
三
点
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
グ
リ
ー

ン
に
は
二
面
的
な
い
し
二
元
的
性
格
が
見
ら
れ
、
そ

の
こ
と
が
、
グ
リ
ー
ン

諸隊

の
評
価

に
混
乱
茎

む
事
情
と
も
な

ぞ

い
る
。
が
、
わ
れ
わ
れ
が
特
定
の
思
想
な
り
理
論
な
り
を
わ
れ
わ
れ
の
時
貸

引
き
寄
せ
て
書

取

動

る
場
合
・
そ
の
時
代
の
必
要
に
あ
わ
せ
て
受
け
取
り
・
か
つ
・
現
実

へ
の
原
理
的
指
導
性
を
持
た
せ
て
行
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
・
そ
の
意

主囎

味
で
は
、
バ
劣

ふ

い
う
よ
う
に
、
重
要
な
の
は
グ
リ
↓

の
原
理
で
あ

・
て
、
も
し
彼
の
原
理
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
義

は

ス

(
62
)

リ
・
そ
の
時
代
の
必
要
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
原
理
を
進
歩
的
に
解
釈
し
適
用
し
て
行
く
こ
が
と
で
き
る
の
で
あ
る
。

ギ

、

イ

最
後
に
、
グ
リ
ー
ン
の
国
家
論
の
問
題
点
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紙
幅
の
関
係
で
も
は
や
詳
論
す
る
余
裕

が
な

い
が
、

一
点
だ
け

指
摘
す
れ
ば
、
彼
の
理
論
は
、
政
治
哲
学
に
偏
し
て
い
て
、
国
家
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
分
析

・
把
握
に
大
き
く
欠
け
て
い
る

こ

と

で
あ

る
。
属
家
理
論
の
基
本
的
な
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
第

一
に
人
間
の
本
性
を
ど
う
捉
え
る
か
、
第

二
に
、
国
家
の
特
質
を
ど

ヶ

捉

え

る

か
、
そ
し
て
最
後
に
両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
に
お
い
て
も
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
分
析
と
把
握
が
あ

っ

て
初
め
て
、
国
家
の
在
り
方
を
規
定
す
る
実
体
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
綜
合
的
で
体
系
的
な
理
論
の
構
築

が
可
能
と
な
る
。
グ
リ

ヨ

ー
ン
の
理
論
に
お
い
て
は
、
人
間
や
国
家
な
ど
事
物
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
そ
の
接
近
方
法
に
問
題
が
あ
る
乾
た
と
え
ば
彼
は
、
国
家
を
公

6



共
善

の
現
実
体
と
し
て
捉
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
命
題
は
、
極
め
て
楽
観
的
か
つ
理
性
主
義
的
な
人
間
観

(
た
と
え
ば
極
端
な
性
善
説
)
を
前

46

提
と
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
ト
ー
タ
ル
な
社
会
認
識
や
理
論
を
形
成
し
て
行
く

場
合
に
は
、
人
間
に

対
す
る
よ
り
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
捉
え
方
、
た
と
え
ば
人
間
の
非
合
理
性
を
合
理
的

・
科
学
的
に
解
明
し
て
行
く
反
主
知
主
義
的
な
観
点
や

接
近
方
法
が
当
然
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
把
握
を
欠
け
ば
、
そ
の
理
論
は
、
結
局
、
問
題
を
観

念
的

・
哲
学
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
み
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
や
国
家
の
在
り
方
を
、・
そ
れ
を
根
本
に
お
い
て
規
定
す
る
よ
う
な
実
在
的
要

論

因
、
た
と
裏
ば
現
実
の
人
間
性
と
か
階
級
的
勢
力
と
か
経
済
的
要
因
と
か
と
の
論
理
的
な
関
連
で
捉
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
同
様
に
し

嘲

て
ま
た
・
国
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
実

た
と
え
ば
権
力
の
強
制
的
要
素
に
対
す
る
認
識
な
ど
も
大
き
く
脱
落
す
る
こ
と

に
な
る
・
人
間
共
同
体

の義

を
重
層
的
な
社
会
構
成
体
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
v
国
家
を
単
に
観
念
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
要
因
か

主囎

ら
イ
デ
オ

・
ギ

的
要
因
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
と
の
論
理
的
関
連
に
お
い
て
綜
ム
・的
に
把
捉
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

スリ

い
。
グ
リ
ー

ン
の
社
会
認
識
や
具
体
的
政
策
論
な
ど
が
し
ば
し
ば
保
守
的
に
な

っ
た
り
表
面
的
に
な

っ
た
り
見
当
は
ず

れ
に
な

っ
た
り
す
る
の

ギィ

も
、
そ
こ
に

一
つ
の
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
、
労
働
立
法
に
は
積
極
的
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
、

労
働
者
階
級
の
問
題
を

資
本
主
義
の
体
制
原
理
や
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
か
ら
根
本
的
に
捉
え
よ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
土
地
制
度
の
不
平
等
に
貧
困
め
主
た
る
原
因
を

求
め
て

い
る
の
も
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
の
国
家
論
は
、
根
本
的
に
は
批
判
的
実
在
論

(O『一け凶O鋤
一
噌①
go一一ω【P
)

に

立

っ
て

い

る
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
結
局
は
、
観
念
的

・
主
観
主
義
的
な
も
の
に
止
ま

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
反
面
、
グ
リ
ー
ン
の
思
想
的
営

み
の
中

心
は
道
徳
哲
学

.
政
治
哲
学
の
領
域
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
彼
は
、
現
実
を
超
越
す
る
よ
う
な
普
遍
的
な
理
想
的
価
値

の6

や
哲
学

的
究
極
原
理
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
逆
に
現
実
国
家

へ
の
強
力
な
批
判
原
理
を
も

っ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ

(



り
、
そ

の
点
は
正
当
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

.

.

・

、

)ら

と
㊨
あ
れ
、
グ
リ
ー
ン
は
、
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
思
想
的

・
社
会
的
諸
状
況
の
重
要
な
変
化
、
と
り
わ
け
個
人
主
義

か
ら
集
団
主
義

へ
、

ω

あ
る
い
は
放
任
主
義
か
ら
干
渉
主
義

へ
の
変
化

の
過
程
の
中
で
真
摯
に
思
索
し
、
そ
の
思
想

・
理
論
を
形
成
し
て
行

っ
た
。
そ
の
点
で
、
彼
の

思
想

ポ
理
論
は
そ
の
時
代
を
深
く
反
映
し
て
い
る
し
、
同
時
に
反
面
で
は
、
時
代
的
制
約
や
限
界
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

ヘ

i

ゲ

ル
が
好

ん

で

使

っ
た
言

葉

で

い
え

ば

、

グ

リ

ー

ン
も

ま

た
、

多

く

の
口
思
想

家

と
同

じ

よ
う

に

、

「
彼

の
蒔

代

の
息

子
」

(
ω
。
ぎ

ω
①
ぎ
衆

論

N
Φ
δ

で

あ

っ
た
と

い
え

る
。

家姻

注
(
1
)

人
名
表
記
と
し

て
は
・
ボ
ザ

・
ケ
・
ポ
ザ

・
ケ

・
匁

ポ

支

・
キ

・
泰

ど
が
使
わ
れ
て

い
・
が
、
と

・
で
は
、
人
名
表
記

は
す

べ
て

「
護

西

議

一

洋
会

辞
典
」
に
拠

る
・
し
と

に
す
・
つ

想

(
2
)

こ
れ
ら
思
想
家

の
主
な
著
作
を
挙
げ
れ
ば
、
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目
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